
【件名】No.55

新市長への期待とお願い　子育て世帯の一市民として

【区分】
手紙

【受付日】
令和８年８月４日

【意見・要望の内容】　（要約して記載）
現在の充実した子育て支援施策を引き継ぎ、さらに発展させてほしい。

また、外国人材や移住者の受け入れは、人口増加だけを目的とせず、地域の安心・安全、住民との共生、治安の維持、日
本のルールや文化への理解を重視し、慎重に進めてほしい。あわせて、減税、補助金、支援窓口、働き口の提供を検討し
てほしい。

さらに、市長が目指すまちづくりの方向性や具体的なビジョンについて、SNSや広報紙などを活用し、すべての市民に
分かりやすく積極的に発信してほしい。

【一次対応】
担当課に情報共有し、回答（対応）を依頼（複数回答）

【担当課の回答内容】　（全文）
この度は、外国人労働者の受入れ等について御意見をいただき、誠にありがとうございます。
本市に在住する外国人は、本年7月時点で771人と微増傾向にあります。小規模事業所においては外国人労働力が重
要な役割を担っている一方、「外国人の受入れに当たっては、地域の安全・安心や住民との共生を十分に考慮して欲し
い」旨の御意見については、市としても同様の思いを抱いております。市のルール等を遵守いただきながら、外国人の
皆様、事業所、市が互いに良好な関係を築き、互いに尊重し合う地域社会が形成されるよう、外国人相談窓口の設置等
を通じて適切に対応してまいります。
また、市長が目指すまちづくりのビジョンの根底には、「岩沼市民の幸せの総量の最大化」を目指すことが置かれていま
す。年代、性別、生活様式などによって価値観は様々ですが、意見が分かれる施策にあっては、丁寧な対話と、丁寧な情
報発信を行うことによって、一定の納得感を得ながら、市民、議会、民間の力を結集した協働のまちづくりを実践し、
SNS等を活用しながら積極的に市民の皆様に発信してまいりたいと考えております。

【回答の有無】
回答済

【回答日】
令和８年８月１２日

【進捗状況】
課題として認識

【担当課】
まちづくり政策課
【☎０２２３－２３－０１９９】


